
交通・人流データ等を活用した

現況分析について
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資料４



金沢MaaSコンソーシアムにおける交通データ活用事業

路線バス（北陸鉄道）とまちのりの利用データ、人流データを用いて、4つのテーマに
ついて分析を実施
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分析テーマにおける活用データとゴール

各テーマにおいて活用するデータとゴールは以下のとおりです。



イメージ

移動量（人流データ）と公共交通利用者数（路線バスの乗降データ）を比較することにより、
公共交通の利用が少ないエリアを特定し、まちのりの新規エリア設定の候補等を検討。
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データ連携とデータ活用のためのプラットフォーム
「SeeMaaS」

「SeeMaaS」は、移動に関わる様々なデータを統合・可視化し、地域交通の現状・課題の
把握や施策のモニタリングと効果検証を実現。
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